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「マーガレット募金」を以下のとおり実施させていただいております。
ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼申し上げます。
今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用させていただいております。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）　　　❷ 郵送（現金書留）またはご持参　　　❸ 自動振替での継続
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合わせください。
●マーガレット募金　お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課
〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1 TEL:042-747-9558 FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部 大学事務部 学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

  令和 3 年 3 月末現在 令和 3 年 9 月末現在

マーガレット募金額 51,798,395 円 53,753,267 円

同窓会
だより

N
e

w
s  

f r o m  c l a s s  r e u
n

i o
n

●本学専門職大学院社会起業研究科に入学
　昭和60年、相模女子大学 学芸学部食物学科 管理栄養士専攻
を卒業後、神奈川県公務員として鎌倉市の小学校栄養職員に配
属後、現在は同市の小学校栄養教諭として勤務しております（勤
続37年）。退職を目前に控え、これからの人生を社会とのつなが
りを持ちながら、今まで培った知識や経験を活かすことが出来る
のではないかと考え、さらに学びを続けたいと思い、社会起業研
究科へ入学しました。今まで、一般企業での就労経験がなく、会
社のルールや、お金の流れなど全く知識がないまま授業をスター
トし、当然ですがマーケティングについてわからないことが多く、
続けられるのか不安でしたが、学びを進めていくうちに今の職業
にも活かすことが出来るとても奥深い内容ばかりで、２年間を楽
しく過ごすことが出来ました。年齢も経験も全く違う仲間と共に
沢山の学びが受けられたことも、世界が広がり経験豊かな充実し
た貴重な時間を過ごすことが出来ました。
●現在の職業を将来へと活かす
　現在勤務しております鎌倉市は、フランスのニースとの姉妹都
市になっています。この度東京オリンピック2020の開催にあた
り、ヨットレースが湘南の海で行われることから、国際交流や、国

際理解の観点からフランスの食事を学校給食でも取り上げまし
た。食育としての意味はもちろん、フランスチーム応援など様々
な角度から児童へメッセンジャーとして企画を行い、メディアを通
じ広くPRすることで興味関心を深めてもらうことが出来ました。
　また、社会起業研究科での学びでは、コロナ禍の中でオンライ
ン授業というパソコンのITを通じた未経験のリモートから始める
こととなり、最先端の授業スタイルで学ぶこととなりました。「ま
ちだ未来ビジネスアイデアコンテスト2020」でのビジネス提案
（きらぼし銀行賞受賞）や、動画編集、財務評価、地方創生、
YouTube配信等、幅広く学ぶことが出来ました。
　高齢化社会へと向かい、社会事情が変化している中ですが、こ
れからの時代を食と健康を繋ぎ、医療に頼らず人々が健康で豊か
な生活を送れるように、これまでの管理栄養士・栄養教諭として
の職業経験を活かして、食事の大切さ、バランスの良い食べ方、健
康食などの提案をモットーに、食品の商品開発やインターネット
による動画配信等の事業計画を考えているところです。毎日の食
生活に役立つサービス事業を通じて、社会貢献に努めていきたい
と考えています。

毎日の食事が健康のカギ
　　　　豊かな心は食事から
仁部成江　鎌倉市立小学校 栄養教諭

（昭和 60 年学芸学部食物学科管理栄養士専攻卒）

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」よりご支援先を指定いただくことができ、また、
「目的を指定しないご寄付」もお受けしております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」「幼稚部」と支援対象をより細かく
指定することができます。

同窓会だより／マーガレット募金

「ボナペティ給食」フランス料理



【
中
学
部
・
高
等
部
】

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
東
大
会
、第
1
位

　
第
56
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
東
大
会
が
行
わ
れ
、
中
学

部
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
、
高
等
部
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

部
が
出
場
し
、揃
っ
て
全
国
大
会
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
チ
ー
ム
の
テ
ー
マ
は『H

A
LLOW

EEN
 PA

RT
Y

』。

カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
部
員
全
員
で
独
特
な
世
界
観

を
表
現
し
ま
し
た
。県
大
会
後
、緊
急
事
態
宣
言
、休
校
期
間
と

満
足
に
練
習
で
き
な
い
中
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
目
指
し
、大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　
観
客
を
入
れ
て
の
初
め
て
の
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、緊
張

感
と
高
揚
感
が
入
り
混
じ
り
、
落
ち
着
か
な
い
様
子
の
生
徒
た

ち
。思
い
通
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
程
遠
い
実
施
に
、チ
ー
ム

の
誰
も
が
口
を
つ
ぐ
み
、会
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

結
果
は
、中
学
校
の
部
1
位
。審
査
員

全
員
か
ら
1
位
の
評
価
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。高
校
生
チ
ー
ム
も

第
3
位
と
大
健
闘
を
し
、
チ
ー
ム
の

強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
2
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
は
12
月

11
日
（
土
）。中
学
生
、
高
校
生
共
に

金
賞
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。引
き
続
き
、ご
声
援
、よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
高
等
部
・
對
馬
）

【
管
理
栄
養
学
科
】

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ（
リ
ー
ド
）

W
杯
2
0
2
1
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
8
位
、

世
界
選
手
権
10
位
に
輝
き
、

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
10
位（
11
月
現
在
）に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た

　
管
理
栄
養
学
科
1
年
生
の
阿
部
桃
子
さ
ん
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
2
1（
リ
ー
ド
）に
出
場
し
、今
シ
ー
ズ
ン
の

年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、世
界
8
位（
日
本
人
1
位
）と
な
り
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、ヴ
ィ
ラ
ー
ル（
ス
イ
ス
）戦
で
4
位
に
入
る
な
ど
、
1

戦
か
ら
5
戦
ま
で
の
全
て
に
お
い
て
準
決
勝
以
上
に
進
出
し
ま
し

た
。ま
た
、9
月
16
日
〜
21
日
に
モ
ス
ク
ワ（
ロ
シ
ア
）で
開
催
さ
れ

た
I
F
S
C
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
世
界
選
手
権
2
0
2
1（
リ
ー
ド
）に

も
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、10
位（
日
本
人
2
位
）に
輝
き

ま
し
た
。加
え
て
、11
月

の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

（
リ
ー
ド
）で
も
10
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
管
理
栄
養
学
科
・
樋
川
）
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【
高
等
部
】

2
度
目
の
東
日
本
大
会
で
第
1
位
を
獲
得

　
吹
奏
楽
部
は
10
月
10
日（
日
）に
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
21
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
」
で
見
事
金
賞
を
受
賞

（
2
0
1
8
年
に
続
き
2
回
目
）し
、さ
ら
に
第
1
位
を
獲
得
し
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
結
果
を
収
め
ら
れ
た
の
も
、
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
陰
で
す
。改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

　
9
月
11
日（
土
）の
東
関
東
大
会
で
は
、
強
豪
ひ
し
め
く
千
葉

県
勢
を
押
さ
え
て
第
1
位
で
代
表
に
選
出
さ
れ
、「
東
日
本
で

も
絶
対
に
第
1
位
を
と
る
ぞ
！
」
と
意
気
込
ん
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
中
で
も
、
相
模
女
子
な
ら
で
は
の
サ
ウ
ン
ド

や
音
楽
的
ド
ラ
マ
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
し
て
、
万

全
な
状
態
で
臨
ん
だ
は
ず
の
東
日
本
大
会
…
。し
か
し
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
構
造
と
響
き
の
ホ
ー
ル
に
戸
惑
う
中
、
演
奏

は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。演
奏
後
の
部
員
た
ち
は
、落
胆
し

た
表
情
で
無
言
の
ま
ま
舞
台
を
降
り
て
き
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら「
金
賞
」

と
知
ら
さ
れ
た
と
き

は
、
ホ
ッ
と
し
た
と

い
う
の
が
実
感
で

す
。演
奏
を
聴
き
直

し
た
生
徒
か
ら
も
反

省
し
か
出
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
課
題
発
見
能

力
の
高
ま
り
が
、
第

1
位
獲
得
の
原
動
力

だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら

も
真
摯
に
音
楽
と
向

き
合
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
頂

け
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
高
等
部
・
近
藤
）

【
中
学
部
・
高
等
部
】

「W
orld R

obot Sum
m

it 2020

愛
知
大
会
」競
技
会
ジ
ュニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
1
位

ホ
ー
ム
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門

ミ
ニ
サ
イ
ズ
ク
ラ
ス
2
位
に
入
賞

　
9
月
8
日（
水
）〜
12
日（
日
）に
、A

ichi Sky Expo
（
愛
知

県
国
際
展
示
場
）
で
行
わ
れ
た
「W

orld Robot Sum
m

it 
2020 

愛
知
大
会
」の
う
ち
、ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
競
う
競
技
会「W

orld Robot Challenge

（
W
R
C
）」ジ
ュ

ニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
本
学
中
学
部
・
高
等
部
の
生
徒
が
出
場

し
、
中
学
部
生
徒
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
のCaritas D

on Bosco 
School

の
生
徒
の
コ
ラ
ボ
チ
ー
ム
「Saku

」
が
ス
ク
ー
ル
ロ

ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
で
1
位（
経
済
産
業
大
臣
賞
）、高
等

部
生
徒
の
チ
ー
ム
「M

arch

」
が
ホ
ー
ム
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
部
門
ミ
ニ
サ
イ
ズ
ク
ラ
ス
で
2
位
（
M
E
D
O
理
事
長
賞
）

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
の「W

orld Robot Challenge

（
W
R
C
）」に
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
全
87
チ
ー

ム
が
参
加
し
、ジ
ュ
ニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
、
チ
リ
な

ど
多
彩
な
国
々
か
ら
19
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
中
か

ら
3
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
、
本
学
生
徒
の

チ
ー
ム
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
今
後
も
、生
徒
た
ち
が
思
考
力
や
創
造
力
を
身
に

つ
け
て
い
け
る
よ
う
、サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

石
和
さ
ん
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。同
時
に
、
4

年
生
の
上
條
鈴
華
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
昨
年
に
続
い
て

2
年
連
続
で
本
学
の
学
生
が
ダ
ブ
ル
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
下
石
さ
ん
の
作
品
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
テ
ー

マ
に
制
作
し
、
お
客
様
の
ク
レ
ー
ム
や
不
当
な
要
求
の
現
実
を

立
体
の
文
字
で
制
作
し
撮
影
し
た
ア
イ
デ
ア
が
、
公
共
広
告
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、上
條
さ
ん
の
作
品
は
、乳

が
ん
の
手
術
跡
を
気
に
せ
ず
に
入
浴
出
来
る
入
浴
着
の
社
会

へ
の
啓
発
広
告
で
、
自
ら
モ
デ
ル
に
な
っ
た
写
真
で
表
現
し
て

い
ま
す
。ど
ち
ら
も
、
広
告
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
認
め

る
、完
成
度
の
高
い
広
告
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

（
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
堀
内
）

テ
レ
ビ
C
M
部
門
：
奨
励
賞（
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
）

　
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
4
年
生
の
高
橋
美
羽
さ
ん
、落
合
春
奈

さ
ん
、寒
風
澤
実
優
さ
ん
の
共
作
に
よ
る
歩
き
ス
マ
ホ
を
テ
ー

マ
に
し
た
C
M「
ス
マ
ホ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、大
切
な
こ
と
。」が
、

応
募
総
数
244
作
品
の
中
か
ら
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
か
ら
は
、「
ス
マ
ホ
を
見
る
よ
り
大
切
な
こ
と
が
、

こ
の
世
界
に
は
溢
れ
て
い
ま
す
。ス
マ
ホ
は
、
そ
れ
一
つ
で
生

活
で
き
て
し
ま
う
ほ
ど
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
そ
の
小
さ
な
画

面
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い

大
切
な
こ
と
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
2
つ
の
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
表
し
て
み

ま
し
た
。ス
マ
ホ
以
外
の
こ

と
に
も
目
を
向
け
て
欲
し

い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科・岩
下
）

上條鈴華さんの優秀賞作品祈りの丘

HALLOWEEN PARTY

下石和さんの審査員特別賞作品

【
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
】

「
第
17
回
A
C
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」に
お

い
て
、審
査
員
特
別
賞
、優
秀
賞
、奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た

新
聞
広
告
部
門
：
審
査
員
特
別
賞
、優
秀
賞

（
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　
今
年
は
全
国
の
美
術
大
学
や
一
般
大
学
か
ら
、
過
去
最
高
の

作
品
数
が
応
募
さ
れ
、
総
数
529
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
次
・
二
次
・
最
終
選
考
と
審
議
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
厳
正
な
選
考
の
結
果
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
4
年
生
の
下

活
躍
す
る
学
生・生
徒
た
ち

特集1

〈特集 1〉活躍する学生・生徒たち 〈特集 1〉活躍する学生・生徒たち

高橋美羽さん、落合春奈さん、寒風澤実優さん

人
間
心
理
学
科
卒
業
生
の
論
文「
マ
ウ
ス
は
ゲ
シュタ

ル
ト
を
知
覚
し
な
い
」が
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た

　人
間
心
理
学
科
卒
業
生
の
渡
邉
光
里
さ
ん
（
2
0
2
0
年
度
卒
業
）

の
卒
業
研
究
を
も
と
に
し
た
論
文
「
マ
ウ
ス
は
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
を
知
覚

し
な
い
」
が
、
実
験
心
理
学
分
野
で
最
も
権
威
あ
る
学
術
誌
の
1
つ
で

あ
る
『
実
験
心
理
学
雑
誌
：
動
物
学
習
認
知
領
域 (Journal of 

E
xperim

ental P
sychology: A

nim
al Learning and 

Cognition) 

』
の
比
較
認
知
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
、
日
本
心
理
学
会
若
手
の
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
で

も
入
賞
し
て
い
ま
す
が
、
学
び
の
集
大
成
で
あ
る
卒
業
研
究
の
成
果

が
、
今
回
世
界
的
に
も
学
術
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
、
指
導

教
員
と
し
て
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
　（人
間
心
理
学
科
・
後
藤
）

Trick or treat?

東日本大会を終えて　札幌のホテルにて

ホームロボットチーム
発表が終って記念撮影

詳細はこちら

渡邉光里さん

スクールロボットチーム
オンラインで話し合い中



【
中
学
部
・
高
等
部
】

バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
東
大
会
、第
1
位

　
第
56
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
関
東
大
会
が
行
わ
れ
、
中
学

部
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
部
、
高
等
部
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ

部
が
出
場
し
、揃
っ
て
全
国
大
会
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
学
生
チ
ー
ム
の
テ
ー
マ
は『H

A
LLOW

EEN
 PA

RT
Y

』。

カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
に
身
を
包
み
、
部
員
全
員
で
独
特
な
世
界
観

を
表
現
し
ま
し
た
。県
大
会
後
、緊
急
事
態
宣
言
、休
校
期
間
と

満
足
に
練
習
で
き
な
い
中
、
与
え
ら
れ
た
条
件
の
中
で
最
高
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
目
指
し
、大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　
観
客
を
入
れ
て
の
初
め
て
の
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、緊
張

感
と
高
揚
感
が
入
り
混
じ
り
、
落
ち
着
か
な
い
様
子
の
生
徒
た

ち
。思
い
通
り
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
は
程
遠
い
実
施
に
、チ
ー
ム

の
誰
も
が
口
を
つ
ぐ
み
、会
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
、

結
果
は
、中
学
校
の
部
1
位
。審
査
員

全
員
か
ら
1
位
の
評
価
を
頂
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。高
校
生
チ
ー
ム
も

第
3
位
と
大
健
闘
を
し
、
チ
ー
ム
の

強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
2
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
は
12
月

11
日
（
土
）。中
学
生
、
高
校
生
共
に

金
賞
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で

い
き
ま
す
。引
き
続
き
、ご
声
援
、よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
高
等
部
・
對
馬
）

【
管
理
栄
養
学
科
】

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ（
リ
ー
ド
）

W
杯
2
0
2
1
年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
8
位
、

世
界
選
手
権
10
位
に
輝
き
、

世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
10
位（
11
月
現
在
）に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た

　
管
理
栄
養
学
科
1
年
生
の
阿
部
桃
子
さ
ん
が
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
2
0
2
1（
リ
ー
ド
）に
出
場
し
、今
シ
ー
ズ
ン
の

年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、世
界
8
位（
日
本
人
1
位
）と
な
り
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、ヴ
ィ
ラ
ー
ル（
ス
イ
ス
）戦
で
4
位
に
入
る
な
ど
、
1

戦
か
ら
5
戦
ま
で
の
全
て
に
お
い
て
準
決
勝
以
上
に
進
出
し
ま
し

た
。ま
た
、9
月
16
日
〜
21
日
に
モ
ス
ク
ワ（
ロ
シ
ア
）で
開
催
さ
れ

た
I
F
S
C
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
世
界
選
手
権
2
0
2
1（
リ
ー
ド
）に

も
日
本
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
、10
位（
日
本
人
2
位
）に
輝
き

ま
し
た
。加
え
て
、11
月

の
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ

（
リ
ー
ド
）で
も
10
位
に

ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い

ま
す
。

（
管
理
栄
養
学
科
・
樋
川
）
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【
高
等
部
】

2
度
目
の
東
日
本
大
会
で
第
1
位
を
獲
得

　
吹
奏
楽
部
は
10
月
10
日（
日
）に
北
海
道
札
幌
市
で
開
催
さ
れ

た
「
第
21
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
」
で
見
事
金
賞
を
受
賞

（
2
0
1
8
年
に
続
き
2
回
目
）し
、さ
ら
に
第
1
位
を
獲
得
し
ま

し
た
。こ
の
よ
う
な
結
果
を
収
め
ら
れ
た
の
も
、
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
る
皆
様
の
お
陰
で
す
。改
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。

　
9
月
11
日（
土
）の
東
関
東
大
会
で
は
、
強
豪
ひ
し
め
く
千
葉

県
勢
を
押
さ
え
て
第
1
位
で
代
表
に
選
出
さ
れ
、「
東
日
本
で

も
絶
対
に
第
1
位
を
と
る
ぞ
！
」
と
意
気
込
ん
で
き
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
中
で
も
、
相
模
女
子
な
ら
で
は
の
サ
ウ
ン
ド

や
音
楽
的
ド
ラ
マ
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。そ
し
て
、
万

全
な
状
態
で
臨
ん
だ
は
ず
の
東
日
本
大
会
…
。し
か
し
、
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
構
造
と
響
き
の
ホ
ー
ル
に
戸
惑
う
中
、
演
奏

は
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。演
奏
後
の
部
員
た
ち
は
、落
胆
し

た
表
情
で
無
言
の
ま
ま
舞
台
を
降
り
て
き
ま
し
た
。

　
で
す
か
ら「
金
賞
」

と
知
ら
さ
れ
た
と
き

は
、
ホ
ッ
と
し
た
と

い
う
の
が
実
感
で

す
。演
奏
を
聴
き
直

し
た
生
徒
か
ら
も
反

省
し
か
出
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
の

よ
う
な
課
題
発
見
能

力
の
高
ま
り
が
、
第

1
位
獲
得
の
原
動
力

だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。こ
れ
か
ら

も
真
摯
に
音
楽
と
向

き
合
っ
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
頂

け
ま
す
よ
う
、
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
高
等
部
・
近
藤
）

【
中
学
部
・
高
等
部
】

「W
orld R

obot Sum
m

it 2020

愛
知
大
会
」競
技
会
ジ
ュニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
1
位

ホ
ー
ム
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門

ミ
ニ
サ
イ
ズ
ク
ラ
ス
2
位
に
入
賞

　
9
月
8
日（
水
）〜
12
日（
日
）に
、A

ichi Sky Expo

（
愛
知

県
国
際
展
示
場
）
で
行
わ
れ
た
「W

orld Robot Sum
m

it 
2020 

愛
知
大
会
」の
う
ち
、ロ
ボ
ッ
ト
の
技
術
や
ア
イ
デ
ィ
ア

を
競
う
競
技
会「W

orld Robot Challenge

（
W
R
C
）」ジ
ュ

ニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
本
学
中
学
部
・
高
等
部
の
生
徒
が
出
場

し
、
中
学
部
生
徒
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
のCaritas D

on Bosco 
School

の
生
徒
の
コ
ラ
ボ
チ
ー
ム
「Saku

」
が
ス
ク
ー
ル
ロ

ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
部
門
で
1
位（
経
済
産
業
大
臣
賞
）、高
等

部
生
徒
の
チ
ー
ム
「M

arch

」
が
ホ
ー
ム
ロ
ボ
ッ
ト
チ
ャ
レ
ン

ジ
部
門
ミ
ニ
サ
イ
ズ
ク
ラ
ス
で
2
位
（
M
E
D
O
理
事
長
賞
）

に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
の「W

orld Robot Challenge

（
W
R
C
）」に
は
、
日

本
だ
け
で
な
く
ア
ジ
ア
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
全
87
チ
ー

ム
が
参
加
し
、ジ
ュ
ニ
ア
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
、
チ
リ
な

ど
多
彩
な
国
々
か
ら
19
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。そ
の
中
か

ら
3
つ
の
部
門
に
分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
、
本
学
生
徒
の

チ
ー
ム
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
今
後
も
、生
徒
た
ち
が
思
考
力
や
創
造
力
を
身
に

つ
け
て
い
け
る
よ
う
、サ
ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
。

石
和
さ
ん
が
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。同
時
に
、
4

年
生
の
上
條
鈴
華
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
、
昨
年
に
続
い
て

2
年
連
続
で
本
学
の
学
生
が
ダ
ブ
ル
で
受
賞
し
ま
し
た
。

　
下
石
さ
ん
の
作
品
は
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
テ
ー

マ
に
制
作
し
、
お
客
様
の
ク
レ
ー
ム
や
不
当
な
要
求
の
現
実
を

立
体
の
文
字
で
制
作
し
撮
影
し
た
ア
イ
デ
ア
が
、
公
共
広
告
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、上
條
さ
ん
の
作
品
は
、乳

が
ん
の
手
術
跡
を
気
に
せ
ず
に
入
浴
出
来
る
入
浴
着
の
社
会

へ
の
啓
発
広
告
で
、
自
ら
モ
デ
ル
に
な
っ
た
写
真
で
表
現
し
て

い
ま
す
。ど
ち
ら
も
、
広
告
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
が
認
め

る
、完
成
度
の
高
い
広
告
作
品
に
な
り
ま
し
た
。

（
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
堀
内
）

テ
レ
ビ
C
M
部
門
：
奨
励
賞（
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
）

　
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
4
年
生
の
高
橋
美
羽
さ
ん
、落
合
春
奈

さ
ん
、寒
風
澤
実
優
さ
ん
の
共
作
に
よ
る
歩
き
ス
マ
ホ
を
テ
ー

マ
に
し
た
C
M「
ス
マ
ホ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、大
切
な
こ
と
。」が
、

応
募
総
数
244
作
品
の
中
か
ら
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
か
ら
は
、「
ス
マ
ホ
を
見
る
よ
り
大
切
な
こ
と
が
、

こ
の
世
界
に
は
溢
れ
て
い
ま
す
。ス
マ
ホ
は
、
そ
れ
一
つ
で
生

活
で
き
て
し
ま
う
ほ
ど
現
代
の
私
た
ち
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
ツ
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
そ
の
小
さ
な
画

面
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い

大
切
な
こ
と
が
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
2
つ
の
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
表
し
て
み

ま
し
た
。ス
マ
ホ
以
外
の
こ

と
に
も
目
を
向
け
て
欲
し

い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
っ

て
ほ
し
い
で
す
」
と
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科・岩
下
）

上條鈴華さんの優秀賞作品祈りの丘

HALLOWEEN PARTY

下石和さんの審査員特別賞作品

【
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
・
メ
デ
ィ
ア
情
報
学
科
】

「
第
17
回
A
C
ジ
ャ
パ
ン
広
告
学
生
賞
」に
お

い
て
、審
査
員
特
別
賞
、優
秀
賞
、奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た

新
聞
広
告
部
門
：
審
査
員
特
別
賞
、優
秀
賞

（
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
）

　
今
年
は
全
国
の
美
術
大
学
や
一
般
大
学
か
ら
、
過
去
最
高
の

作
品
数
が
応
募
さ
れ
、
総
数
529
点
の
作
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
一
次
・
二
次
・
最
終
選
考
と
審
議
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
厳
正
な
選
考
の
結
果
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
4
年
生
の
下

活
躍
す
る
学
生・生
徒
た
ち

特集1

〈特集 1〉活躍する学生・生徒たち 〈特集 1〉活躍する学生・生徒たち

高橋美羽さん、落合春奈さん、寒風澤実優さん

人
間
心
理
学
科
卒
業
生
の
論
文「
マ
ウ
ス
は
ゲ
シュタ

ル
ト
を
知
覚
し
な
い
」が
学
術
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た

　人
間
心
理
学
科
卒
業
生
の
渡
邉
光
里
さ
ん
（
2
0
2
0
年
度
卒
業
）

の
卒
業
研
究
を
も
と
に
し
た
論
文
「
マ
ウ
ス
は
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
を
知
覚

し
な
い
」
が
、
実
験
心
理
学
分
野
で
最
も
権
威
あ
る
学
術
誌
の
1
つ
で

あ
る
『
実
験
心
理
学
雑
誌
：
動
物
学
習
認
知
領
域 (Journal of 

E
xperim

ental P
sychology: A

nim
al Learning and 

Cognition) 

』
の
比
較
認
知
特
集
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　昨
年
、
日
本
心
理
学
会
若
手
の
会
企
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
発
表
で

も
入
賞
し
て
い
ま
す
が
、
学
び
の
集
大
成
で
あ
る
卒
業
研
究
の
成
果

が
、
今
回
世
界
的
に
も
学
術
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
こ
と
は
、
指
導

教
員
と
し
て
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
　（人
間
心
理
学
科
・
後
藤
）

Trick or treat?

東日本大会を終えて　札幌のホテルにて

ホームロボットチーム
発表が終って記念撮影

詳細はこちら

渡邉光里さん

スクールロボットチーム
オンラインで話し合い中
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2021年度秋学期の講義内容のサンプル

グループレッスンに積極的に取り組んでいます

〈
大
学
・
短
期
大
学
部
〉

ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
に
よ
る
英
会
話
講
座

「
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
て
い
ま
す

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
毎
年

恒
例
の
カ
ナ
ダ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
海
外
研
修
が
2
年
連

続
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
し
ま
し
た
。 

実
際
に
海
外
に
行
く
こ

と
は
で
き
な
く
て
も
、
国
際
交
流
は
で
き
る
の
で
は
！？ 

…
と
い

う
こ
と
で
、
今
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
英
語
研
修
を
8
月
23

日
（
月
）
か
ら
27
日
（
金
）
ま
で
の
5
日
間
で
実
施
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
中
学
部
・
高
等
部
合
わ
せ
て
14
名
、
朝
8
時
30
分
〜

13
時
ま
で
の
集
中
レ
ッ
ス
ン
で
す
。

　
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
で
行
わ
れ
た
今
回
の
研
修
は
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
通
し
て
楽
し
み
な
が
ら
英
語
を
学
び
つ
つ
、
自

分
た
ち
の
意
見
や
考
え
を
自
由
に
伝
え
合
っ
た
り
、
世
界
各
国

の
子
ど
も
た
ち
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
国
際
交
流
を
し
た
り
と
盛
り

だ
く
さ
ん
で
し
た
。
S
D
G
s
に
つ
い
て
も
学
習
し
、
実
際
に

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
N
G
O
法
人
を
設
立
し
て
活
躍
し
て
い
る
日
本

人
女
性
の
お
話
を
聞
き
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
現
状
に
つ
い
て
学
び

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
最
終
日
は
5
日
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ま
と
め
と
し
て
英

語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
！
自
分
の
将
来
や
、
こ
れ

か
ら
の
目
標
に
つ
い
て
堂
々

と
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通

し
、
２
学
期
以
降
の
14
名
の

成
長
が
楽
し
み
で
す
。

（
高
等
部
・
大
井
川
）

〈
中
学
部
・
高
等
部
〉

コ
ロ
ナ
禍
で
の

初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
語
研
修

　新型コロナウイルスの感染が拡大した8月の終わり、小学部で
は、2学期のスタートをオンライン授業で行うことを決定しました。
そして、このオンライン授業期間は、夏休みの終わりから9月24日

（金）までの3週間続きました。
　昨年度の4月に続いて2度目の実施でしたが今回のオンライン
授業では、教員も児童も慣れているため、スムーズに実施するこ
とができました。昨年度は手探りの中でのオンライン授業となり、
一方通行の授業配信といったスタイルばかりでしたが、高学年で
は、Google Meetを利用して、教室と家庭を結んで、通常の授業
同様に授業を展開。子どもの声や反応を見ながら、授業を進めるこ
とができました。また、ロイロノートというアプリケーションを利用し
て、課題に対する児童の考えを提出させるといった方法も取り入
れて学習を進めてきました。
　一方で、家庭でも学習計画をしっかりとたててもらえるように、

時間割を配信。その日の学習は、その日のうちにしっかりと終えて
もらえるように配慮しました。
　この小学部のオンライン授業の様子は、フジテレビでも取り上
げられました。　　　　　　　　　　　　  　　　（小学部・澄井）

臨時休校下で「学びを止めない」小学部の取り組み
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習

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
海
外
研
修
な
ど
の
国
際
交
流
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、

本
学
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
す
る
等
、
工
夫
を
し
な
が
ら
英
語
学
習
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
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〈特集 2〉夢をかなえるセンター　学園連携活動の紹介

「
学
園
連
携
」と
は
？ 

　
　
　―
幼
稚
部
か
ら
大
学
院
ま
で
―

　キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
幼
稚
部
か
ら
大
学
院
ま
で
そ
ろ
う
特

色
を
活
か
し
、本
学
で
は
各
部
の
枠
組
み
を
越
え
た
有
機

的
な
連
携
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。園
児
・
児
童
・
生
徒
・

学
生
の
み
な
ら
ず
、
教
職
員
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
様
々

な
世
代
や
立
場
の
方
と
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈱
東
京
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
と
の

産
学
連
携
に
よ
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
の

商
品
開
発
を
行
い
ま
し
た

　
2
0
1
5
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
㈱
東
京
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
と

の
産
学
連
携
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
の
商
品
開
発
は
、
今
年

で
7
年
目
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。当
取
り
組
み
は
、大
学
生

に
加
え
、
高
等
部
生
も
参
画
し
て
お
り
、
大
学
生
と
高
等
部
生

が
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
の
レ
シ

ピ
を
考
案
し
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族

と
過
ご
す
時
間
が
多
い
傾
向
か
ら
「
家
族
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
パ
ン
」を
テ
ー
マ
と
し
て
レ
シ
ピ
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、参
加
者
が
自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
込
め
た
33
作
品
も
の
レ
シ
ピ
が
集
ま
り
ま
し
た
。現
在

は
、㈱
東
京
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
に
て
試
作
、審
査
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。採
用
さ
れ
た
レ
シ
ピ
は
商
品
化
さ
れ
、2
0
2
2
年
3
月

に
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
町
田
店
に
て
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　連
携
教
育
推
進
課
で
は
、2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
2
1
年
度
に

か
け
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
も
正
課
外
に
お
け
る
社
会
貢
献
活

動
や
国
際
教
育
の
活
動
に
学
生
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

に
つ
い
て
、一
冊
に
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。学
生

は
各
活
動
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
対
面
で
行
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
打
合

せ
に
つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
行
う
等
、工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
地
域
や
企
業
と
繋
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
神
奈
川
県
・
カ
ゴ
メ
株
式
会
社
と
の
協
働
活
動「
野
菜
が
と
れ
る
お

や
つ
・
ス
イ
ー
ツ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。県
の
抱

え
る「
子
ど
も
の
野
菜
嫌
い
」「
未
病
改
善
」等
の
課
題
に
対
し
、神
奈
川

県
産
の
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
学
生
が
考
案
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
形
式

の
取
り
組
み
で
、学
生
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
を
続
け
る
だ
け
で

な
く
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
活
動

に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
学
生
の
様
子

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

コロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
活
動
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た

日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
「
大
学
の
地
域
貢
献
度
調
査
」

に
お
い
て
本
学
が
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
女
子
大
No.
1
に
な
り
ま
し
た

　日
本
経
済
新
聞
社
が
実
施
し
た「
大
学

の
地
域
貢
献
度
調
査
」に
お
い
て
、本
学
が

全
国
の
女
子
大
学
の
中
で
1
位
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
調
査
は
、全
国

761
の
国
公
立
私

立
大
学
を
対
象
に
大
学
が
地
域
社
会
に
ど

の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
も
の
で
、今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）へ
の
世
界
的
な
関
心
の
高
ま
り
な
ど
が
項
目
に
反
映
さ
れ
る
中
、

本
学
が
8
期
連
続
全
国
女
子
大
学

 No.
1
を
獲
得
し
ま
し
た
。

高等部１・２年生を対象に、大学・短期大学部教員による
講演会を定期的に行っています。大学・短期大学部全10
学科の教員をはじめ、時には学長や副学長、教職センタ
ー長など、幅広い分野の先生方が講演を行います。高等
部の生徒たちは、興味のあるひとつの講演を選択し、大
学の授業がどのようなものかを体験しながら、将来を見つ
める機会にしています。

サガジョの学び講座の開催

幼稚部・小学部・中学部・高等部・大学、それぞれの
園児・児童・生徒・学生が互いの学びを共有し、世代
を超えて交流を図ることにより、早いうちからキャリ
アを身近に感じてもらい、たくさんの選択肢の中か
ら夢を見つけてもらえるよう、この取り組みを行って
います。

学園連携♪カフェ

大 学 × 高 等 部

大学×高等部×中学部×小学部×幼稚部

2
0
2
1
年
度
の
取
り
組
み

製作した
パンフレットの
イメージ

コロナ禍での
学生の取り組みの様子

大学生考案レシピ「プティ・ボヌール」

高等部生考案レシピ「バジルチキンサンド」

〈特集 3〉コロナ禍での英語学習

大
学
・
短
期
大
学
部
、

中
学
部
・
高
等
部

オンライン授業風景

　
学
生
が
日
本
に
い
な
が
ら
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
と
の
レ
ッ

ス
ン
に
よ
っ
て
国
際
的
な
感
覚
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
英
会

話
講
座
「
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い

ま
す
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
」
は
1
回
40
分
を
週
3
回
、
10
週

間
に
亘
っ
て
受
講
可
能
な
英
会
話
講
座
で
す
。
受
講
前
テ
ス

ト
に
よ
っ
て
レ
ベ
ル
分
け
を
行
い
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
年
開
講
し
て
い
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
」で
す
が
、2
0
2
1

年
度
か
ら
は
経
験
豊
富
な
日
本
人
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
講

座
に
関
す
る
質
問
の
ほ
か
、「T

O
EIC®

L&
R Test

」
の
学

習
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
つ
い
て
も
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、2
0
2
1
年
度
秋
学
期
か
ら
は
、英
語
を
使
っ

て
S
D
Gs
に
関
す
る
環
境
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
身
近
な
社
会

問
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
等
、
英

会
話
の
み
な
ら
ず
、
国
際
社
会
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
連
携
教
育
推
進
課
）
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行
っ
て
い
ま
す
。園
児
・
児
童
・
生
徒
・

学
生
の
み
な
ら
ず
、
教
職
員
も
積
極
的
に
関
わ
り
、
様
々

な
世
代
や
立
場
の
方
と
交
流
を
深
め
る
場
と
し
て
も
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

㈱
東
京
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
と
の

産
学
連
携
に
よ
り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
の

商
品
開
発
を
行
い
ま
し
た

　
2
0
1
5
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
㈱
東
京
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
と

の
産
学
連
携
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
の
商
品
開
発
は
、
今
年

で
7
年
目
の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。当
取
り
組
み
は
、大
学
生

に
加
え
、
高
等
部
生
も
参
画
し
て
お
り
、
大
学
生
と
高
等
部
生

が
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ン
の
レ
シ

ピ
を
考
案
し
て
い
ま
す
。2
0
2
0
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
で
家
族

と
過
ご
す
時
間
が
多
い
傾
向
か
ら
「
家
族
に
食
べ
て
も
ら
い
た

い
パ
ン
」を
テ
ー
マ
と
し
て
レ
シ
ピ
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、参
加
者
が
自
由
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

想
い
を
込
め
た
33
作
品
も
の
レ
シ
ピ
が
集
ま
り
ま
し
た
。現
在

は
、㈱
東
京
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
に
て
試
作
、審
査
等
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。採
用
さ
れ
た
レ
シ
ピ
は
商
品
化
さ
れ
、2
0
2
2
年
3
月

に
ポ
ン
パ
ド
ウ
ル
町
田
店
に
て
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　連
携
教
育
推
進
課
で
は
、2
0
2
0
年
度
か
ら
2
0
2
1
年
度
に

か
け
て
、コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
な
が
ら
も
正
課
外
に
お
け
る
社
会
貢
献
活

動
や
国
際
教
育
の
活
動
に
学
生
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

に
つ
い
て
、一
冊
に
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。学
生

は
各
活
動
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
対
面
で
行
っ
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
打
合

せ
に
つ
い
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
行
う
等
、工
夫
を
凝
ら
し
な

が
ら
地
域
や
企
業
と
繋
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
神
奈
川
県
・
カ
ゴ
メ
株
式
会
社
と
の
協
働
活
動「
野
菜
が
と
れ
る
お

や
つ
・
ス
イ
ー
ツ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。県
の
抱

え
る「
子
ど
も
の
野
菜
嫌
い
」「
未
病
改
善
」等
の
課
題
に
対
し
、神
奈
川

県
産
の
野
菜
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
学
生
が
考
案
す
る
コ
ン
テ
ス
ト
形
式

の
取
り
組
み
で
、学
生
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
活
動
を
続
け
る
だ
け
で

な
く
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
た
な
活
動

に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
学
生
の
様
子

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

コロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
生
の
活
動
を

紹
介
す
る
パ
ン
フ
レッ
ト
を
制
作
し
ま
し
た

日
経
グ
ロ
ー
カ
ル
「
大
学
の
地
域
貢
献
度
調
査
」

に
お
い
て
本
学
が
地
域
貢
献
度
ラ
ン
キ
ン
グ

全
国
女
子
大
No.
1
に
な
り
ま
し
た

　日
本
経
済
新
聞
社
が
実
施
し
た「
大
学

の
地
域
貢
献
度
調
査
」に
お
い
て
、本
学
が

全
国
の
女
子
大
学
の
中
で
1
位
に
な
り
ま

し
た
。こ
の
調
査
は
、全
国

761
の
国
公
立
私

立
大
学
を
対
象
に
大
学
が
地
域
社
会
に
ど

の
よ
う
な
貢
献
を
し
て
い
る
の
か
を
調
査
し
た
も
の
で
、今
回
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
や
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）へ
の
世
界
的
な
関
心
の
高
ま
り
な
ど
が
項
目
に
反
映
さ
れ
る
中
、

本
学
が
8
期
連
続
全
国
女
子
大
学

 No.
1
を
獲
得
し
ま
し
た
。

高等部１・２年生を対象に、大学・短期大学部教員による
講演会を定期的に行っています。大学・短期大学部全10
学科の教員をはじめ、時には学長や副学長、教職センタ
ー長など、幅広い分野の先生方が講演を行います。高等
部の生徒たちは、興味のあるひとつの講演を選択し、大
学の授業がどのようなものかを体験しながら、将来を見つ
める機会にしています。

サガジョの学び講座の開催

幼稚部・小学部・中学部・高等部・大学、それぞれの
園児・児童・生徒・学生が互いの学びを共有し、世代
を超えて交流を図ることにより、早いうちからキャリ
アを身近に感じてもらい、たくさんの選択肢の中か
ら夢を見つけてもらえるよう、この取り組みを行って
います。

学園連携♪カフェ

大 学 × 高 等 部

大学×高等部×中学部×小学部×幼稚部

2
0
2
1
年
度
の
取
り
組
み

製作した
パンフレットの
イメージ

コロナ禍での
学生の取り組みの様子

大学生考案レシピ「プティ・ボヌール」

高等部生考案レシピ「バジルチキンサンド」

〈特集 3〉コロナ禍での英語学習

大
学
・
短
期
大
学
部
、

中
学
部
・
高
等
部

オンライン授業風景

　
学
生
が
日
本
に
い
な
が
ら
も
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
と
の
レ
ッ

ス
ン
に
よ
っ
て
国
際
的
な
感
覚
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
英
会

話
講
座
「
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い

ま
す
。「
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
」
は
1
回
40
分
を
週
3
回
、
10
週

間
に
亘
っ
て
受
講
可
能
な
英
会
話
講
座
で
す
。
受
講
前
テ
ス

ト
に
よ
っ
て
レ
ベ
ル
分
け
を
行
い
、
学
生
一
人
ひ
と
り
の
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
レ
ッ
ス
ン
を
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
例
年
開
講
し
て
い
る
「
キ
ャ
ン
パ
ス
留
学
」で
す
が
、2
0
2
1

年
度
か
ら
は
経
験
豊
富
な
日
本
人
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
へ
講

座
に
関
す
る
質
問
の
ほ
か
、「T

O
EIC®

L&
R Test

」
の
学

習
ア
ド
バ
イ
ス
等
に
つ
い
て
も
相
談
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、2
0
2
1
年
度
秋
学
期
か
ら
は
、英
語
を
使
っ

て
S
D
Gs
に
関
す
る
環
境
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
身
近
な
社
会

問
題
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
等
、
英

会
話
の
み
な
ら
ず
、
国
際
社
会
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
連
携
教
育
推
進
課
）
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皆
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々
充
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こ
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き
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う
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設
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　無料Wi-Fiや、持ち込みパソコン等が利用できる「充電スぽット」、ノートパソコンの貸出など、
オンライン授業やレポート作成に役立つ設備が学内各所に設置されました！

6号館

喫茶棟

正 門

附属図書館　

マーガレット
本館

茜館
（旧第一本部棟）

翠葉
会館

8号館

グラウンド

フランス庭園

体 育 館

小学部・中学部
体 育 館

第二・第三校舎
（中学部・高等部）

小 学 部

認定こども園
相模女子大学幼稚部

2号館

9号館

4号館

3号館 11号館 1号館

10号館

7号館

夢をかなえる
センター

小学部特別教室棟
さくら館 東門

幼稚部
正門

北門

５
号
館

free OKOK

OK

貸出
OK

OK

持ち込みパソコン等が利用できる
「　　　　　　　」を設置しています。充電スぽット

充電中は席を
離れないでください

Wi-Fi 接続可能！

学内無線 Wi-Fi を、申請なしで
利用できます！

11 号館の一部の教室では　　  フリー
Wi-Fi 対応教室もあります！

充電スぽットOK

貸出 PC 貸出

free

マーガレット本館 1 階ラーニングコモ
ンズ（窓口：学修・生活支援課）と、
夢をかなえるセンター 1 階（窓口：生
涯学修支援課）にてノートパソコンの
貸出を行っています。

＊パスワードは学内に掲示しています。

貸出
OK

OK

　ラーニングコモンズとは、学生の皆さんが主体的な学修に取り組むための空間（スペース）です。レポー
ト作成やテスト勉強などでの個人利用はもちろん、仲間とのミーティングやグループディスカッションを通
して新しい価値観に触れる交流の場としても利用することができます。

ラーニングコモンズ

Wi-Fi ＆ 「充電スぽット」MAP

〇個人で集中して取り組む
・自習をする
・読書をする
・オンライン授業を受ける
・授業での課題（レポート作成など）に取り組む
・学修相談デスクを利用する　　など
〇複数で勉強・議論する
・ゼミナールやクラブでミーティングを行う
・友達とプレゼンテーションの練習をする
・授業で分からない箇所を教え合う　　など
この他に、自分にあった利用方法をぜひ見つけてください。

 ラーニングコモンズでは何ができるの？

ノートパソコン（カメラ・マイク内蔵）・プリンター・
ヘッドセット・電子黒板・ホワイトボード・ポインター
など

 利用できる設備・備品

ラーニングコモンズ内には、大学での学修について
相談や問合せをすることができる学修相談デスクが
あります。大学院生または修士修了のスタッフが、英
語・数学・理科の3分野の学修についてサポートす
るほか、レポートの書き方やまとめ方、資料の探し
方、発表やプレゼンの準備・練習等、「読む」「書
く」「話す」「探す」面のサポートを行います。

　　    ラーニングコモンズで
学修相談デスクがスタート！
秋学期より

大
学
の
施
設
紹
介

感染防止対策を徹底し

約50%の授業を対面で実施しています
（2021年度春学期実績）

情報処理教室

カフェテリア

各座席にアクリル板を設置し間隔をあけて着席しています。また、各

教室に消毒用アルコールを設置し、使用前と使用後に必ず消毒をし
ています。

座席数を減らし、各テーブルにアクリルパネルを設置。各座席ごとに

除菌シートを設置しているので、学生は着席時と離席時に必ず机を

消毒しています。またカフェテリアや学生の憩いの場、ラウンジなどに

大型の空気清浄機20台を設置しています。

A1 オンライン授業と対面授業を併用して授業を受け、時間を

有効に使い、学生生活を送っています。

A2 オンライン授業では、実際の対面授業と変わらない様

子で授業が進められ、資料が見やすい点が良いと感じてい

ます。対面授業は主に調理実習、実験実習を受けていま

す。徹底した感染対策の上行われるので安心感もあり、少

人数での授業は深く学べ、とても充実しています。

A3 部活動では感染対策が徹底されるので、楽しく活動す

ることができています。少しずつ環境が工夫され、友人と

のキャンパスライフも充実していると感じています。

A1 コロナ前と現在で学生生活は大きく変化しましたが、今だ

からこそできることを見つけて充実させています。

A2 オンライン授業では、自分のペースで授業を受けるこ

とができるため、焦ったりすることがなく理解度が対面授

業よりも上がったと感じています。対面授業は、授業終わ

りすぐに友達と内容を確認したり、分からなかったところ

を復習したりできる点が良いと思います。

A3 週に1度の会える日を楽しみに日々授業を頑張ってい

ます。会える日が少なくなったため、毎日会っていた頃と

は違う嬉しさを感じられるようになりました。

Q1 現在の学生生活は充実していますか？
Q2 オンライン授業と対面授業が併用されていますが、それぞれの良さを教えてください。
Q3 友達とのキャンパスライフはどのように変化しましたか？

（2020年度卒業年次生アンケート結果）

諸星侑
学芸学部

日本語日本文学科　

3年

山吉菜央
栄養科学部

健康栄養学科　

3年

コロナ禍の
学生生活について

（私立大学平均8.2%）＊朝日新聞と河合塾共同調査「ひらく日本の大学」2020年度調査結果報告より

退学率 大学1.4% 
学生生活満足度94.7%

コロナ禍での
（2020年度実績）

相模女子大学の学びを支える新しい取り組み
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方、発表やプレゼンの準備・練習等、「読む」「書
く」「話す」「探す」面のサポートを行います。

　　    ラーニングコモンズで
学修相談デスクがスタート！
秋学期より

大
学
の
施
設
紹
介

感染防止対策を徹底し

約50%の授業を対面で実施しています
（2021年度春学期実績）

情報処理教室

カフェテリア

各座席にアクリル板を設置し間隔をあけて着席しています。また、各

教室に消毒用アルコールを設置し、使用前と使用後に必ず消毒をし
ています。

座席数を減らし、各テーブルにアクリルパネルを設置。各座席ごとに

除菌シートを設置しているので、学生は着席時と離席時に必ず机を

消毒しています。またカフェテリアや学生の憩いの場、ラウンジなどに

大型の空気清浄機20台を設置しています。

A1 オンライン授業と対面授業を併用して授業を受け、時間を

有効に使い、学生生活を送っています。

A2 オンライン授業では、実際の対面授業と変わらない様

子で授業が進められ、資料が見やすい点が良いと感じてい

ます。対面授業は主に調理実習、実験実習を受けていま

す。徹底した感染対策の上行われるので安心感もあり、少

人数での授業は深く学べ、とても充実しています。

A3 部活動では感染対策が徹底されるので、楽しく活動す

ることができています。少しずつ環境が工夫され、友人と

のキャンパスライフも充実していると感じています。

A1 コロナ前と現在で学生生活は大きく変化しましたが、今だ

からこそできることを見つけて充実させています。

A2 オンライン授業では、自分のペースで授業を受けるこ

とができるため、焦ったりすることがなく理解度が対面授

業よりも上がったと感じています。対面授業は、授業終わ

りすぐに友達と内容を確認したり、分からなかったところ

を復習したりできる点が良いと思います。

A3 週に1度の会える日を楽しみに日々授業を頑張ってい

ます。会える日が少なくなったため、毎日会っていた頃と

は違う嬉しさを感じられるようになりました。

Q1 現在の学生生活は充実していますか？
Q2 オンライン授業と対面授業が併用されていますが、それぞれの良さを教えてください。
Q3 友達とのキャンパスライフはどのように変化しましたか？

（2020年度卒業年次生アンケート結果）

諸星侑
学芸学部

日本語日本文学科　

3年

山吉菜央
栄養科学部

健康栄養学科　

3年

コロナ禍の
学生生活について

（私立大学平均8.2%）＊朝日新聞と河合塾共同調査「ひらく日本の大学」2020年度調査結果報告より

退学率 大学1.4% 
学生生活満足度94.7%

コロナ禍での
（2020年度実績）

相模女子大学の学びを支える新しい取り組み



相
模
女
子
大
学
の
学
生
・
生
徒
・
教
職
員
を

対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
大
学
拠

点
接
種（
職
域
接
種
）を
実
施
し
ま
し
た

　
相
模
女
子
大
学
で
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
本
館
を

会
場
に
、
本
学
学
生
や
中
学
部
・
高
等
部
生
徒
、

教
職
員
お
よ
び
近
隣
の
県
立
高
校
の
教
職
員
を

対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
大
学
拠
点
接

種（
職
域
接
種
）を
実
施
し
ま
し
た
。1
回
目
を
9

月
2
日（
木
）〜
9
月
5
日（
日
）、
2
回
目
を
9
月

30
日（
水
）〜
10
月
3
日（
日
）に
実
施
し
、
学
生
約

1
4
0
0
名
、
中
学

部
・
高
等
部
生
約
350

名
、
教
職
員
約
90
名

の
他
、
近
隣
県
立
高

校
の
教
職
員
の
方
々

を
含
め
、
合
計
約

1
9
0
0
名
の
接
種

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
あ
た
り
、

北
里
大
学
か
ら
医

師
を
派
遣
い
た
だ

く
な
ど
、
医
療
従
事

者
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
今
後
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学
園

中
学
2
年
生
　農
業
体
験

　
大
学
の
畑
を
お
借
り
し
て
栽
培
し
て
い
た
さ

つ
ま
い
も
が
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。10
月

25
日
（
月
）、
各
班
ご
と
に
感
染
症
対
策
に
留
意

し
な
が
ら
収
穫
を
し
ま
し
た
。初
め
て
芋
掘
り

を
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、立
派
な
さ
つ
ま
い

も
に
歓
声
を
あ
げ
た
り
、「
苗
の
植
え
方
が
良

か
っ
た
ん
だ
」と
6
月
の
植
え
付
け
を
振
り
返
っ

た
り
と
、
楽
し
み
な
が
ら
収
穫
す
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、
今
回
の
栽
培
に
あ
た
っ
て

J
A
の
方
や
大
学
の
先
生
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
こ
と
を
改
め
て
振
り
返
り
、多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
農
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
よ
う
で
す
。こ
の
一
連
の
学
び
を
、
こ
の
後

の
農
業
の
普
及
C
M
作
成
に
活
か
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い

も
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。J
A
の
方
に
も
審
査
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、食
育
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

（
中
学
部
・
片
山
）

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

中
学
部
・
高
等
部

栄
養
科
学
部
が
「
2
0
2
1
年
学
部
系
統
別
実

就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
」
家
政
・
生
活
・
栄
養
系

に
お
い
て
全
国
6
位
に
な
り
ま
し
た

　
栄
養
科
学
部
が
、
株
式
会
社
大
学
通
信
の

「
2
0
2
1
年
学
部
系
統
別 

実
就
職
率
ラ
ン
キ

ン
グ
」
に
お
い
て
、
家
政
・
生
活
・
栄
養
系
全

国
6
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
教
育
情
報
通
信
社
で

あ
る
株
式
会
社
大
学
通
信
が
、
全
国
738
大
学

（
医
科
・
歯
科
の
単
科
大
学
な
ど
を
除
く
）
を

対
象
に
今
春
の
就
職
状
況
を
調
査
し
た
も
の

で
、
毎
日
新
聞
出
版
が
発
行
す
る
雑
誌
『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』
2
0
2
1
年
8
月
29
日
号
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大

の
影
響
か
ら
、
大
学
全
体
を
通
し
て
す
べ
て
の

系
統
で
平
均
実
就
職
率
が
前
年
よ
り
下
が
る

中
、
家
政
・
生
活
・
栄
養
系
の
全
国
平
均
実
就

職
率
は
90.6
％
と
、
90
％
台
を
維
持
し
た
結
果
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、
本
学
栄
養
科
学

部
は
96.9
%
と
い
う
、
き
わ
め
て
高
い
水
準
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　 （
就
職
支
援
課
）

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
が
「
第
24
回
大
学

で
学
ぼ
う
〜
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
〜
」
の
告
知
用

ポ
ス
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た

　
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
4
年
生
の
下
石
和
さ

ん
が
、か
な
が
わ
大
学
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

が
主
催
す
る
「
第
24
回
大
学
で
学
ぼ
う
〜
生
涯

学園各部報告  

学
園
各
部

報
告

  学園各部報告

学
習
フ
ェ
ア
〜
」
の
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
を
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
神
奈
川
県
内
の
20
大
学

と
県
立
図
書
館
が
、
大
学
で
学
ぶ
き
っ
か
け
づ

く
り
を
応
援
す
る
た
め
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　
今
回
、
下
石
さ
ん
が
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー

は
、
暖
か
く
明
る
い
色
を
基
調
と
し
た
目
を
ひ

く
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
生
涯
学

習
フ
ェ
ア
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
「
聞

く
、知
る
、体
感
！
」が
大
き
な
木
の
実
と
し
て

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
石
さ
ん
か
ら
は
、「
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
な
る
と
思
い
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。成
長
す
る
木
の
よ
う
に
私
た
ち
も

学
び
を
続
け
よ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
て
制

作
し
ま
し
た
。こ
の
テ
ー
マ
を
親
し
み
や
す
く

伝
え
ら
れ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
生
涯
学
修
支
援
課
）

創
芸
部
が
神
奈
川
新
聞
社
よ
り
取
材
を
受
け

ま
し
た

　
8
月
3
日（
火
）に
創
芸
部
が
、
神
奈
川
新
聞

社
よ
り
、
神
奈
川
県
内
で
文
芸
創
作
に
励
む
若

者
た
ち
を
紹
介
す
る
「
文
芸
創
作
に
励
む
若
者

た
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
材
を
受
け
ま
し

た
。創
芸
部
は
毎
年
、
本
学
の
学
園
祭
で
あ
る

相
生
祭
で
小
説
な
ど
の
制
作
物
を
出
し
て
い

中
学
部
　体
育
祭

　
体
育
委
員
長
と
し
て
み
ん
な
を
ま
と
め
な
が

ら
、と
て
も
楽
し
く
体
育
祭
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ク
ラ
ス
で
競
技
の
練
習
に
取
り
組
ん

だ
時
に
は
、最
初
は
上
手
く
い
か
な
く
て
、
意
見

の
出
し
合
い
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し

た
。練
習
を
重
ね

る
と
、
だ
ん
だ
ん

と
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
が
意
見
を
出
し

て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
本
番
で
は
練
習

の
成
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
ク
ラ
ス
が
一つ
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
体
育
委
員
と
し
て
体
育
祭
の
準
備
を
し
た
時

に
は
、
競
技
を
考
え
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
が
、

み
ん
な
の
や
り
た
い
こ
と
を
計
画
す
る
こ
と
に
、

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。本
番
の
体
育
祭
で

「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
！
」と
い
う
声
が
多
く
あ
っ

て
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。自
分
も
楽
し
め
る

こ
と
が
で
き
て
、み
ん
な
も
楽
し
ん
で
く
れ
て
、笑

顔
溢
れ
る
中
学
部
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。

（
体
育
委
員
長 

3
年 

モ
ハ
メ
ド
ア
ミ
ナ
ト
ゥ
美
早
希
）

経過観察・救護ブース（2132 教室）

生涯学習フェアポスター

マーガレット本館で実施しました

も
感
染
防
止
対
策
と
学
生
・
生
徒
・
児
童
・

園
児
の
学
習
機
会
の
確
保
を
両
立
す
る
た
め

の
環
境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。（

総
務
課
）

ま
す
が
、
現
在
は
小
説
の
み
な
ら
ず
、
詩
の
創

作
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
も

積
極
的
に
文
芸
創
作
に
励
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、今
回
の
取
材
に
至
り
ま
し
た
。

　
取
材
当
日
は
創
芸
部
か
ら
5
名
の
部
員
が

参
加
し
、
入
部
し
た
理
由
や
活
動
内
容
、
現
在

の
創
作
状
況
、
好
き
な
作
品
の
紹
介
、
今
後
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
目
標
、
こ
れ
ま
で
の
制
作
物
の

紹
介
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　
取
材
後
、部
長
か
ら
は「
部
員
同
士
の
良
い
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
」、「
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。今
回

の
取
材
は
部
員
一

人
一
人
の
個
性
が
わ

か
る
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
創
芸
部
の
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

（
学
修・生
活
支
援
課
）

創芸部文芸作品集（一部）ラーニングコモンズで取材を受ける創芸部の学生たち体育祭実行委員のチ－ムワ－ク！

デ
ザ
イ
ン
見
学
の
授
業
で
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

「
災
害
対
応
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た

　
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
授
業
「
デ
ザ
イ
ン
見

学
」
で
、
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
国
際
芸
術

祭
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
1
つ
「
災
害
対
応
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
オ
ン
デ
ザ
イ
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
と
良
品
計
画
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
9
月
1
日（
水
）の
防
災
の
日
に
、
東
京

北
東
部
を
中
心
と
し
た
地
域
の
方
々
と
来
場

者
が
抱
え
る
災
害
時
の
不
安
や
問
題
点
を
認

識
し
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
解
決
策
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

良
品
計
画
が
取
り
組
ん
で
い
る
避
難
所
の
居

住
環
境
改
善
に
つ
な
が
る
組
み
立
て
式
簡
易

ベ
ッ
ド「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
」の
体
験
と
、
避

難
所
の
居
住
環
境
向
上
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
も
参
加
し
、

様
々
な
意
見
・

ア
イ
デ
ア
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は

授
業
を
通
し
、
日

常
、災
害
、避
難
、

復
旧
、
復
興
と

い
っ
た
様
々
な
場

面
に
お
け
る
「
防

災
と
デ
ザ
イ
ン
」

の
重
要
性
を
再

認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
生
活
デ
ザ
イ
ン

学
科・柴
田
、棗
田
）

「災害対応力向上プロジェクト」
のワークショップ

良品計画の「ダンボールベッド」
解体作業

玉入れ クラス対抗リレ－

たくさん収穫できました 芋が見えてくるとやる気が出ます

高
等
部

1
・
2
年
生
共
に
高
校
生
活
初
め
て
の
体
育
祭

　
本
年
度
の
体
育
祭
は
、
緊
急
事
態
宣
言
と
重

な
っ
た
た
め
延
期
と
な
り
、異
例
の
3
年
生
不
参

加
と
な
る
1
・
2
年
生
の
み
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、
昨
年
の
体
育
祭
が
中
止
と
な
っ
て

い
た
た
め
1
・
2
年
生
と
も
に
初
め
て
の
体
育

祭
と
な
り
ま
し
た
。準
備
期
間
が
短
く
、
実
行
委

員
の
集
ま
り
や
準
備
時
間
が
限
ら
れ
、
全
校
練

習
や
学
年
練
習
は
1
度
も
で
き
ず
、ク
ラ
ス
で
の

練
習
も
体
育
の
授
業
の
み
で
、
む
か
え
た
体
育

祭
本
番
で
し
た
。予
行
練
習
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、各
ク
ラ
ス
の
委

員
長
、
体
育
祭
実
行
委
員
を
中
心
に
2
学
年
全

体
が
協
力
し
て
く
れ
て
、ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、
私
が
想
像
し
て
い

た
以
上
に
全
体
が
盛
り
上
が
り
各
ク
ラ
ス
、各
色

の
団
結
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
異
例
続
き
の
体
育
祭
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

先
生
方
や
2
学
年
全
体
の
協
力
の
下
、
無
事
に

体
育
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
記
憶
に
残
る

最
高
の
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
体
育
祭
実
行
委
員
長 

2
年 

江
上
桃
葉
）



相
模
女
子
大
学
の
学
生
・
生
徒
・
教
職
員
を

対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
大
学
拠

点
接
種（
職
域
接
種
）を
実
施
し
ま
し
た

　
相
模
女
子
大
学
で
は
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
本
館
を

会
場
に
、
本
学
学
生
や
中
学
部
・
高
等
部
生
徒
、

教
職
員
お
よ
び
近
隣
の
県
立
高
校
の
教
職
員
を

対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
大
学
拠
点
接

種（
職
域
接
種
）を
実
施
し
ま
し
た
。1
回
目
を
9

月
2
日（
木
）〜
9
月
5
日（
日
）、
2
回
目
を
9
月

30
日（
水
）〜
10
月
3
日（
日
）に
実
施
し
、
学
生
約

1
4
0
0
名
、
中
学

部
・
高
等
部
生
約
350

名
、
教
職
員
約
90
名

の
他
、
近
隣
県
立
高

校
の
教
職
員
の
方
々

を
含
め
、
合
計
約

1
9
0
0
名
の
接
種

を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
度
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
あ
た
り
、

北
里
大
学
か
ら
医

師
を
派
遣
い
た
だ

く
な
ど
、
医
療
従
事

者
の
方
々
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
学
で
は
、
今
後
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学
園

中
学
2
年
生
　農
業
体
験

　
大
学
の
畑
を
お
借
り
し
て
栽
培
し
て
い
た
さ

つ
ま
い
も
が
収
穫
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。10
月

25
日
（
月
）、
各
班
ご
と
に
感
染
症
対
策
に
留
意

し
な
が
ら
収
穫
を
し
ま
し
た
。初
め
て
芋
掘
り

を
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、立
派
な
さ
つ
ま
い

も
に
歓
声
を
あ
げ
た
り
、「
苗
の
植
え
方
が
良

か
っ
た
ん
だ
」と
6
月
の
植
え
付
け
を
振
り
返
っ

た
り
と
、
楽
し
み
な
が
ら
収
穫
す
る
様
子
が
見

ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、
今
回
の
栽
培
に
あ
た
っ
て

J
A
の
方
や
大
学
の
先
生
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
こ
と
を
改
め
て
振
り
返
り
、多
く
の
人
に
支
え

ら
れ
て
農
業
が
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
よ
う
で
す
。こ
の
一
連
の
学
び
を
、
こ
の
後

の
農
業
の
普
及
C
M
作
成
に
活
か
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い

も
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。J
A
の
方
に
も
審
査
に
入
っ
て
い
た
だ

き
、食
育
活
動
に
も
つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

（
中
学
部
・
片
山
）

大
学
院
・
大
学
・
短
期
大
学
部

中
学
部
・
高
等
部

栄
養
科
学
部
が
「
2
0
2
1
年
学
部
系
統
別
実

就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ
」
家
政
・
生
活
・
栄
養
系

に
お
い
て
全
国
6
位
に
な
り
ま
し
た

　
栄
養
科
学
部
が
、
株
式
会
社
大
学
通
信
の

「
2
0
2
1
年
学
部
系
統
別 

実
就
職
率
ラ
ン
キ

ン
グ
」
に
お
い
て
、
家
政
・
生
活
・
栄
養
系
全

国
6
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
教
育
情
報
通
信
社
で

あ
る
株
式
会
社
大
学
通
信
が
、
全
国
738
大
学

（
医
科
・
歯
科
の
単
科
大
学
な
ど
を
除
く
）
を

対
象
に
今
春
の
就
職
状
況
を
調
査
し
た
も
の

で
、
毎
日
新
聞
出
版
が
発
行
す
る
雑
誌
『
サ
ン

デ
ー
毎
日
』
2
0
2
1
年
8
月
29
日
号
に
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
拡
大

の
影
響
か
ら
、
大
学
全
体
を
通
し
て
す
べ
て
の

系
統
で
平
均
実
就
職
率
が
前
年
よ
り
下
が
る

中
、
家
政
・
生
活
・
栄
養
系
の
全
国
平
均
実
就

職
率
は
90.6
％
と
、
90
％
台
を
維
持
し
た
結
果
と

な
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、
本
学
栄
養
科
学

部
は
96.9
%
と
い
う
、
き
わ
め
て
高
い
水
準
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　 （
就
職
支
援
課
）

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
学
生
が
「
第
24
回
大
学

で
学
ぼ
う
〜
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
〜
」
の
告
知
用

ポ
ス
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た

　
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
4
年
生
の
下
石
和
さ

ん
が
、か
な
が
わ
大
学
生
涯
学
習
推
進
協
議
会

が
主
催
す
る
「
第
24
回
大
学
で
学
ぼ
う
〜
生
涯

学園各部報告  

学
園
各
部

報
告

  学園各部報告

学
習
フ
ェ
ア
〜
」
の
告
知
用
ポ
ス
タ
ー
を
デ
ザ

イ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
神
奈
川
県
内
の
20
大
学

と
県
立
図
書
館
が
、
大
学
で
学
ぶ
き
っ
か
け
づ

く
り
を
応
援
す
る
た
め
に
開
催
す
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　
今
回
、
下
石
さ
ん
が
制
作
し
た
ポ
ス
タ
ー

は
、
暖
か
く
明
る
い
色
を
基
調
と
し
た
目
を
ひ

く
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
の
生
涯
学

習
フ
ェ
ア
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
あ
る
「
聞

く
、知
る
、体
感
！
」が
大
き
な
木
の
実
と
し
て

表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
下
石
さ
ん
か
ら
は
、「
自
分
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
な
る
と
思
い
引
き
受
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。成
長
す
る
木
の
よ
う
に
私
た
ち
も

学
び
を
続
け
よ
う
と
い
う
思
い
を
込
め
て
制

作
し
ま
し
た
。こ
の
テ
ー
マ
を
親
し
み
や
す
く

伝
え
ら
れ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
の
コ
メ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

（
生
涯
学
修
支
援
課
）

創
芸
部
が
神
奈
川
新
聞
社
よ
り
取
材
を
受
け

ま
し
た

　
8
月
3
日（
火
）に
創
芸
部
が
、
神
奈
川
新
聞

社
よ
り
、
神
奈
川
県
内
で
文
芸
創
作
に
励
む
若

者
た
ち
を
紹
介
す
る
「
文
芸
創
作
に
励
む
若
者

た
ち
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
材
を
受
け
ま
し

た
。創
芸
部
は
毎
年
、
本
学
の
学
園
祭
で
あ
る

相
生
祭
で
小
説
な
ど
の
制
作
物
を
出
し
て
い

中
学
部
　体
育
祭

　
体
育
委
員
長
と
し
て
み
ん
な
を
ま
と
め
な
が

ら
、と
て
も
楽
し
く
体
育
祭
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。ク
ラ
ス
で
競
技
の
練
習
に
取
り
組
ん

だ
時
に
は
、最
初
は
上
手
く
い
か
な
く
て
、
意
見

の
出
し
合
い
も
あ

り
ま
せ
ん
で
し

た
。練
習
を
重
ね

る
と
、
だ
ん
だ
ん

と
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
が
意
見
を
出
し

て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
本
番
で
は
練
習

の
成
果
を
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
て
、
ク
ラ
ス
が
一つ
に
な
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
体
育
委
員
と
し
て
体
育
祭
の
準
備
を
し
た
時

に
は
、
競
技
を
考
え
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
が
、

み
ん
な
の
や
り
た
い
こ
と
を
計
画
す
る
こ
と
に
、

と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。本
番
の
体
育
祭
で

「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
！
」と
い
う
声
が
多
く
あ
っ

て
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。自
分
も
楽
し
め
る

こ
と
が
で
き
て
、み
ん
な
も
楽
し
ん
で
く
れ
て
、笑

顔
溢
れ
る
中
学
部
体
育
祭
に
な
り
ま
し
た
。

（
体
育
委
員
長 

3
年 

モ
ハ
メ
ド
ア
ミ
ナ
ト
ゥ
美
早
希
）

経過観察・救護ブース（2132 教室）

生涯学習フェアポスター

マーガレット本館で実施しました

も
感
染
防
止
対
策
と
学
生
・
生
徒
・
児
童
・

園
児
の
学
習
機
会
の
確
保
を
両
立
す
る
た
め

の
環
境
整
備
に
努
め
て
参
り
ま
す
。（

総
務
課
）

ま
す
が
、
現
在
は
小
説
の
み
な
ら
ず
、
詩
の
創

作
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
も

積
極
的
に
文
芸
創
作
に
励
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
、今
回
の
取
材
に
至
り
ま
し
た
。

　
取
材
当
日
は
創
芸
部
か
ら
5
名
の
部
員
が

参
加
し
、
入
部
し
た
理
由
や
活
動
内
容
、
現
在

の
創
作
状
況
、
好
き
な
作
品
の
紹
介
、
今
後
の

ク
ラ
ブ
活
動
の
目
標
、
こ
れ
ま
で
の
制
作
物
の

紹
介
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

　
取
材
後
、部
長
か
ら
は「
部
員
同
士
の
良
い
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
」、「
貴
重
な
経
験
に
な

り
ま
し
た
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。今
回

の
取
材
は
部
員
一

人
一
人
の
個
性
が
わ

か
る
有
意
義
な
時

間
と
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
創
芸
部
の
今
後

の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

（
学
修・生
活
支
援
課
）

創芸部文芸作品集（一部）ラーニングコモンズで取材を受ける創芸部の学生たち体育祭実行委員のチ－ムワ－ク！

デ
ザ
イ
ン
見
学
の
授
業
で
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

「
災
害
対
応
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た

　
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
授
業
「
デ
ザ
イ
ン
見

学
」
で
、
今
年
初
め
て
開
催
さ
れ
た
国
際
芸
術

祭
東
京
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
1
つ
「
災
害
対
応
力
向
上
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
オ
ン
デ
ザ
イ
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
と
良
品
計
画
の
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
9
月
1
日（
水
）の
防
災
の
日
に
、
東
京

北
東
部
を
中
心
と
し
た
地
域
の
方
々
と
来
場

者
が
抱
え
る
災
害
時
の
不
安
や
問
題
点
を
認

識
し
、
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
解
決
策
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

良
品
計
画
が
取
り
組
ん
で
い
る
避
難
所
の
居

住
環
境
改
善
に
つ
な
が
る
組
み
立
て
式
簡
易

ベ
ッ
ド「
ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
」の
体
験
と
、
避

難
所
の
居
住
環
境
向
上
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
も
参
加
し
、

様
々
な
意
見
・

ア
イ
デ
ア
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
た
ち
は

授
業
を
通
し
、
日

常
、災
害
、避
難
、

復
旧
、
復
興
と

い
っ
た
様
々
な
場

面
に
お
け
る
「
防

災
と
デ
ザ
イ
ン
」

の
重
要
性
を
再

認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
生
活
デ
ザ
イ
ン

学
科・柴
田
、棗
田
）

「災害対応力向上プロジェクト」
のワークショップ

良品計画の「ダンボールベッド」
解体作業

玉入れ クラス対抗リレ－

たくさん収穫できました 芋が見えてくるとやる気が出ます

高
等
部

1
・
2
年
生
共
に
高
校
生
活
初
め
て
の
体
育
祭

　
本
年
度
の
体
育
祭
は
、
緊
急
事
態
宣
言
と
重

な
っ
た
た
め
延
期
と
な
り
、異
例
の
3
年
生
不
参

加
と
な
る
1
・
2
年
生
の
み
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、
昨
年
の
体
育
祭
が
中
止
と
な
っ
て

い
た
た
め
1
・
2
年
生
と
も
に
初
め
て
の
体
育

祭
と
な
り
ま
し
た
。準
備
期
間
が
短
く
、
実
行
委

員
の
集
ま
り
や
準
備
時
間
が
限
ら
れ
、
全
校
練

習
や
学
年
練
習
は
1
度
も
で
き
ず
、ク
ラ
ス
で
の

練
習
も
体
育
の
授
業
の
み
で
、
む
か
え
た
体
育

祭
本
番
で
し
た
。予
行
練
習
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、各
ク
ラ
ス
の
委

員
長
、
体
育
祭
実
行
委
員
を
中
心
に
2
学
年
全

体
が
協
力
し
て
く
れ
て
、ス
ム
ー
ズ
に
進
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、
私
が
想
像
し
て
い

た
以
上
に
全
体
が
盛
り
上
が
り
各
ク
ラ
ス
、各
色

の
団
結
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
異
例
続
き
の
体
育
祭
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

先
生
方
や
2
学
年
全
体
の
協
力
の
下
、
無
事
に

体
育
祭
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
、
記
憶
に
残
る

最
高
の
体
育
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
体
育
祭
実
行
委
員
長 

2
年 

江
上
桃
葉
）
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体
験
を
通
し
て
学
ぶ
田
ん
ぼ
で
米
を
育
て
た

5
年
生

　
5
年
生
は
J
A
相
模
原
の
方
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
学
園
内
の
田
ん
ぼ
で
米
作
り
を
体

験
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
い
よ
い
よ
収
穫

時
期
と
な
り
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。農
協

の
み
な
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
り
、
の
こ
ぎ
り
鎌

の
安
全
な
使
い
方
を
習
っ
て
稲
を
刈
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は「
楽
し
い
!
」「
思
っ
た
よ
り
も
上

手
く
切
れ
た
!
」
と
大
喜
び
で
す
。一
人
3
束

ず
つ
刈
っ
た
ら
、
根
元
を
麻
ひ
も
で
結
び
ま

す
。66
名
の
5
年
生
全
員
が
4
回
程
、
こ
の
作

業
を
繰
り
返
し
て
、
全
て
の
稲
を
刈
り
取
り
ま

し
た
。

　
4
日
ほ
ど
の
天
日
干
し
を
終
え
る
と
、
次
は

脱
穀
で
す
。こ
れ
も
機
械
に
頼
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
が
持
っ
て
き
て
い
る
道
具
で
挑
戦
さ
せ

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

1
年
生
に
モ
ル
モ
ッ
ト
を
引
き
継
ぐ
2
年
生

　
小
学
部
で
は
、
低
学
年
の
総
合
学
習
で
生
き

物
の
飼
育
を
体
験
し
、
命
の
大
切
さ
や
動
物
の

生
態
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。1
年
生
の
2
学

期
、
1
年
生
は
2
年
生
か
ら
モ
ル
モ
ッ
ト
を
引

き
継
い
で
飼
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。各
ク
ラ

ス
ご
と
に
1
匹
ず
つ
の
モ
ル
モ
ッ
ト
を
飼
育

し
て
学
習
を
行
い
ま
す
。

　
2
年
生
で
は
、
今
ま
で
お
世
話
を
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
モ
ル
モ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
情
報
を
1
年
生
に
伝
え
よ
う
と
、
準
備
を

進
め
ま
し
た
。「
食
べ
物
で
何
が
好
き
か
は
伝

え
て
あ
げ
た
い
よ
ね
」「
ゆ
き
み（
モ
ル
モ
ッ
ト

の
名
前
）
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
気

を
つ
け
た
方
が
い
い
こ
と
も
伝
え
よ
う
」
と
子

ど
も
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
、

食
べ
物
・
お
世
話
の
仕
方
・
鳴
き
声
・
掃
除

の
仕
方
・
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
な
ど
を
各
班

ご
と
に
ま
と
め
て
、
1
年
生
に
お
話
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
迎
え
た
引
き
継
ぎ
会
当
日
。朝
か
ら
「
緊
張

す
る
。1
年
生
に
き
ち
ん
と
お
話
し
で
き
る
か

な
？
」
と
引
き
継
ぎ
会
に
向
け
て
緊
張
し
て
い

る
子
も
い
れ
ば
、「
あ
〜
あ
、
寂
し
い
な
。今
日

で
お
別
れ
な
ん
だ
な
」
と
寂
し
が
り
、
改
め
て

お米がとれたぞ！

豊作だね。刈り取った稲を干す

5 年生男子が作った脱穀機

モ
ル
モ
ッ
ト
に
触
れ
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
む

子
と
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
1
年
間
、
様
子
を
し
っ
か
り
と
観
察
し
、
お

世
話
す
る
中
で
、
生
き
物
を
慈
し
む
素
直
な
感

情
を
育
み
、
命
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
て

き
た
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。（小

学
部
・
中
川
）

小
学
部

学園各部報告    学園各部報告

2025年、相模女子大学は創立125周年を迎えます。

　相模女子大学の歴史は、1900年に西澤之助により日本女学校が設立されたことに始まります。それ以降、
建学の精神「高潔善美～固きこころをもって、やさしき行いをせよ～」のもと、我が国の女子教育のパイオニア
として多くの人材を社会に送り出してきました。
　110周年時には、大学は「見つめる人になる。見つける人になる。」を教育スローガンに掲げましたが、
「Sagami Vision 2020」の提示に合わせて学園全体の教育スローガンとなりました。
　このスローガンに込められた思いは、自分たちの生活の足場をしっかりと「見つめ」、そこから新しい社会
のあり方を「見つける」人を育てるというものです。建学の精神にいう高い人間性を希求する教養教育を現代
的に表現しております。

2025年、相模女子大学は創立125周年を迎えます。

作
品
展
を
楽
し
み
ま
し
た

　
10
月
9
日（
土
）に
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。幼
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
日
頃
の
遊

び
の
中
で
触
れ
て
い
る
折
り
紙
や
画
用
紙
、
空

き
箱
、絵
の
具
な
ど
の
様
々
な
素
材
を
使
い
、自

分
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。友
だ
ち
が
大
き
な
折
り
紙
で
生
き
物
を

作
っ
て
い
る
姿
を
見
て
「
僕
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
興
味
を
持
っ
た
り
、
塗
り
残
し
が
な
い
よ
う

に
集
中
し
な
が
ら
丁
寧
に
空
き
箱
に
絵
の
具
を

塗
っ
た
り
と
、
意
欲
的
に
制
作
活
動
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。乳
児
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
も

遊
び
の
中
で
様
々

な
素
材
に
触
れ
、感

触
を
楽
し
み
な
が

ら
夢
中
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。作
り
た
い
物

が
う
ま
く
作
れ
ず

に
悩
む
姿
も
あ
り

ま
し
た
が
、作
品
が

完
成
す
る
と
嬉
し

そ
う
に
保
育
者
や

友
だ
ち
に
見
せ
た

り
、作
っ
た
作
品
を

見
立
て
遊
び
に
取

り
入
れ
た
り
と
、自

分
の
作
品
に
愛
着

を
持
っ
て
遊
ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。大
人
に

は
な
い
発
想
力
と
工
夫
で
世
界
に
一
つ
だ
け
の

と
て
も
素
敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

（
幼
稚
部
・
松
尾
）  1 年生のみなさん大切に育ててください

1 年生のところでもいい子でいてね

ひ
ま
わ
り
・
り
ん
ど
う
組
　「学
内
散
歩
」
を

通
し
て

　
学
園
構
内
を
散
策
す
る「
学
内
散
歩
」は
、
学

園
の
豊
か
な
環
境
が
味
わ
え
る
子
ど
も
た
ち

が
日
々
楽
し
ん
で
い
る
活
動
の
一
つ
で
す
。

　
春
の
入
園
の
頃
、
立
ち
乗
り
カ
ー
ト
に
乗
っ

て
い
た
り
ん
ど
う
組
（
1
歳
児
）
の
子
ど
も
た

ち
は
保
育
者
や
友
だ
ち
と
手
を
繋
い
で
歩
け

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
お
ん
ぶ
や
お
座
り

カ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
た
ひ
ま
わ
り
組
（
0
歳

児
）
の
子
ど
も
た
ち
は
立
ち
乗
り
カ
ー
ト
に
乗

れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
成
長
し
、
秋
の
「
学
内

散
歩
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に

人
気
の
散
歩
先
は
『
王
様
の
道
』
と
呼
ん
で
い

る
1
号
館
裏
の
芝
地
で
す
。芝
生
に
隠
れ
て
い

る
バ
ッ
タ
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
た
り
、
跳
び

出
し
た
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
よ
う
と
夢
中
で
追

い
か
け
て
い
ま
す
。松
ぼ
っ
く
り
や
ど
ん
ぐ
り

拾
い
も
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て

楽
し
い
遊
び
で

す
。サ
ク
ラ
の
葉

の
色
が
変
わ
り

落
ち
て
い
く
様

子
に
気
づ
い
た

り
、
イ
チ
ョ
ウ
か

ら
ぎ
ん
な
ん
が

落
ち
匂
い
を
感

じ
た
り
、
野
鳥
の

さ
え
ず
り
を
聞

い
た
り
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち

は
五
感
を
使
い

な
が
ら
秋
の
自

然
を
感
じ
様
々

な
体
験
を
し
て

い
ま
す
。（
幼
稚

部
・
齊
藤
正
恵
）

個性溢れる子どもたちの作品
「赤ちゃん組の作品も可愛いね～♪」作品作りの様子

バッタさん、いた！コイの泳ぐ姿にも興味津々

ま
し
た
。牛
乳
パ
ッ
ク
・
割
り
箸
・
櫛
櫛櫛櫛


櫛

わ
ん
、
す
り
鉢
な
ど
子
ど
も
が
考
え
て
用
意
し

た
道
具
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。「
牛
乳
パ
ッ
ク
の

方
が
や
り
や
す
い
！
」「
い
や
、
こ
っ
ち
の
方
が

良
い
ね
」
と
班
ご
と
に
対
抗
意
識
を
燃
や
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。1
度
に
実
が
残
ら

な
い
よ
う
に
脱
穀
が
で
き
る
と
気
持
ち
良
い

よ
う
で
、「
先
生
、
こ
れ
見
て
！
」と
残
っ
た
藁

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、男
子
の
チ
ー
ム
は
、、実
際
の
脱

穀
の
道
具
を
調
べ
て
、
自
分
た
ち
で
再
現
さ
せ

ま
し
た
。調
べ
る
と
、
段
ボ
ー
ル
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、、
材
料
を
集
め
、

自
分
た
ち
で
作
り
ま
し
た
。数
日
か
け
て
世
界

に
1
つ
の
機
械
を
作
り
出
し
た
子
ど
も
た
ち

の
パ
ワ
ー
に
感
心
し
ま
し
た
。

（
小
学
部
・
徳
本
）
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体
験
を
通
し
て
学
ぶ
田
ん
ぼ
で
米
を
育
て
た

5
年
生

　
5
年
生
は
J
A
相
模
原
の
方
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
学
園
内
の
田
ん
ぼ
で
米
作
り
を
体

験
し
て
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
い
よ
い
よ
収
穫

時
期
と
な
り
稲
刈
り
を
体
験
し
ま
し
た
。農
協

の
み
な
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
り
、
の
こ
ぎ
り
鎌

の
安
全
な
使
い
方
を
習
っ
て
稲
を
刈
る
と
、
子

ど
も
た
ち
は「
楽
し
い
!
」「
思
っ
た
よ
り
も
上

手
く
切
れ
た
!
」
と
大
喜
び
で
す
。一
人
3
束

ず
つ
刈
っ
た
ら
、
根
元
を
麻
ひ
も
で
結
び
ま

す
。66
名
の
5
年
生
全
員
が
4
回
程
、
こ
の
作

業
を
繰
り
返
し
て
、
全
て
の
稲
を
刈
り
取
り
ま

し
た
。

　
4
日
ほ
ど
の
天
日
干
し
を
終
え
る
と
、
次
は

脱
穀
で
す
。こ
れ
も
機
械
に
頼
ら
ず
、
子
ど
も

た
ち
が
持
っ
て
き
て
い
る
道
具
で
挑
戦
さ
せ

認
定
こ
ど
も
園 

幼
稚
部

1
年
生
に
モ
ル
モ
ッ
ト
を
引
き
継
ぐ
2
年
生

　
小
学
部
で
は
、
低
学
年
の
総
合
学
習
で
生
き

物
の
飼
育
を
体
験
し
、
命
の
大
切
さ
や
動
物
の

生
態
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。1
年
生
の
2
学

期
、
1
年
生
は
2
年
生
か
ら
モ
ル
モ
ッ
ト
を
引

き
継
い
で
飼
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。各
ク
ラ

ス
ご
と
に
1
匹
ず
つ
の
モ
ル
モ
ッ
ト
を
飼
育

し
て
学
習
を
行
い
ま
す
。

　
2
年
生
で
は
、
今
ま
で
お
世
話
を
し
て
き
た

か
ら
こ
そ
知
っ
て
い
る
モ
ル
モ
ッ
ト
に
つ
い

て
の
情
報
を
1
年
生
に
伝
え
よ
う
と
、
準
備
を

進
め
ま
し
た
。「
食
べ
物
で
何
が
好
き
か
は
伝

え
て
あ
げ
た
い
よ
ね
」「
ゆ
き
み（
モ
ル
モ
ッ
ト

の
名
前
）
が
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
気

を
つ
け
た
方
が
い
い
こ
と
も
伝
え
よ
う
」
と
子

ど
も
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
、

食
べ
物
・
お
世
話
の
仕
方
・
鳴
き
声
・
掃
除

の
仕
方
・
持
ち
帰
り
に
つ
い
て
な
ど
を
各
班

ご
と
に
ま
と
め
て
、
1
年
生
に
お
話
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
迎
え
た
引
き
継
ぎ
会
当
日
。朝
か
ら
「
緊
張

す
る
。1
年
生
に
き
ち
ん
と
お
話
し
で
き
る
か

な
？
」
と
引
き
継
ぎ
会
に
向
け
て
緊
張
し
て
い

る
子
も
い
れ
ば
、「
あ
〜
あ
、
寂
し
い
な
。今
日

で
お
別
れ
な
ん
だ
な
」
と
寂
し
が
り
、
改
め
て

お米がとれたぞ！

豊作だね。刈り取った稲を干す

5 年生男子が作った脱穀機

モ
ル
モ
ッ
ト
に
触
れ
な
が
ら
別
れ
を
惜
し
む

子
と
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
1
年
間
、
様
子
を
し
っ
か
り
と
観
察
し
、
お

世
話
す
る
中
で
、
生
き
物
を
慈
し
む
素
直
な
感

情
を
育
み
、
命
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
考
え
て

き
た
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。（小

学
部
・
中
川
）

小
学
部

学園各部報告    学園各部報告

2025年、相模女子大学は創立125周年を迎えます。

　相模女子大学の歴史は、1900年に西澤之助により日本女学校が設立されたことに始まります。それ以降、
建学の精神「高潔善美～固きこころをもって、やさしき行いをせよ～」のもと、我が国の女子教育のパイオニア
として多くの人材を社会に送り出してきました。
　110周年時には、大学は「見つめる人になる。見つける人になる。」を教育スローガンに掲げましたが、
「Sagami Vision 2020」の提示に合わせて学園全体の教育スローガンとなりました。
　このスローガンに込められた思いは、自分たちの生活の足場をしっかりと「見つめ」、そこから新しい社会
のあり方を「見つける」人を育てるというものです。建学の精神にいう高い人間性を希求する教養教育を現代
的に表現しております。

2025年、相模女子大学は創立125周年を迎えます。

作
品
展
を
楽
し
み
ま
し
た

　
10
月
9
日（
土
）に
作
品
展
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。幼
児
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
は
日
頃
の
遊

び
の
中
で
触
れ
て
い
る
折
り
紙
や
画
用
紙
、
空

き
箱
、絵
の
具
な
ど
の
様
々
な
素
材
を
使
い
、自

分
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
組
み

合
わ
せ
な
が
ら
作
品
作
り
に
励
ん
で
い
ま
し

た
。友
だ
ち
が
大
き
な
折
り
紙
で
生
き
物
を

作
っ
て
い
る
姿
を
見
て
「
僕
も
や
っ
て
み
た
い
」

と
興
味
を
持
っ
た
り
、
塗
り
残
し
が
な
い
よ
う

に
集
中
し
な
が
ら
丁
寧
に
空
き
箱
に
絵
の
具
を

塗
っ
た
り
と
、
意
欲
的
に
制
作
活
動
に
取
り
組

む
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。乳
児
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
も

遊
び
の
中
で
様
々

な
素
材
に
触
れ
、感

触
を
楽
し
み
な
が

ら
夢
中
に
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。作
り
た
い
物

が
う
ま
く
作
れ
ず

に
悩
む
姿
も
あ
り

ま
し
た
が
、作
品
が

完
成
す
る
と
嬉
し

そ
う
に
保
育
者
や

友
だ
ち
に
見
せ
た

り
、作
っ
た
作
品
を

見
立
て
遊
び
に
取

り
入
れ
た
り
と
、自

分
の
作
品
に
愛
着

を
持
っ
て
遊
ぶ
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。大
人
に

は
な
い
発
想
力
と
工
夫
で
世
界
に
一
つ
だ
け
の

と
て
も
素
敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

（
幼
稚
部
・
松
尾
）  1 年生のみなさん大切に育ててください

1 年生のところでもいい子でいてね

ひ
ま
わ
り
・
り
ん
ど
う
組
　「学
内
散
歩
」
を

通
し
て

　
学
園
構
内
を
散
策
す
る「
学
内
散
歩
」は
、
学

園
の
豊
か
な
環
境
が
味
わ
え
る
子
ど
も
た
ち

が
日
々
楽
し
ん
で
い
る
活
動
の
一
つ
で
す
。

　
春
の
入
園
の
頃
、
立
ち
乗
り
カ
ー
ト
に
乗
っ

て
い
た
り
ん
ど
う
組
（
1
歳
児
）
の
子
ど
も
た

ち
は
保
育
者
や
友
だ
ち
と
手
を
繋
い
で
歩
け

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
お
ん
ぶ
や
お
座
り

カ
ー
ト
に
乗
っ
て
い
た
ひ
ま
わ
り
組
（
0
歳

児
）
の
子
ど
も
た
ち
は
立
ち
乗
り
カ
ー
ト
に
乗

れ
る
よ
う
に
な
る
ほ
ど
成
長
し
、
秋
の
「
学
内

散
歩
」
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
に

人
気
の
散
歩
先
は
『
王
様
の
道
』
と
呼
ん
で
い

る
1
号
館
裏
の
芝
地
で
す
。芝
生
に
隠
れ
て
い

る
バ
ッ
タ
を
じ
っ
く
り
と
観
察
し
た
り
、
跳
び

出
し
た
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
よ
う
と
夢
中
で
追

い
か
け
て
い
ま
す
。松
ぼ
っ
く
り
や
ど
ん
ぐ
り

拾
い
も
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て

楽
し
い
遊
び
で

す
。サ
ク
ラ
の
葉

の
色
が
変
わ
り

落
ち
て
い
く
様

子
に
気
づ
い
た

り
、
イ
チ
ョ
ウ
か

ら
ぎ
ん
な
ん
が

落
ち
匂
い
を
感

じ
た
り
、
野
鳥
の

さ
え
ず
り
を
聞

い
た
り
す
る
な

ど
、
子
ど
も
た
ち

は
五
感
を
使
い

な
が
ら
秋
の
自

然
を
感
じ
様
々

な
体
験
を
し
て

い
ま
す
。（
幼
稚

部
・
齊
藤
正
恵
）

個性溢れる子どもたちの作品
「赤ちゃん組の作品も可愛いね～♪」作品作りの様子

バッタさん、いた！コイの泳ぐ姿にも興味津々

ま
し
た
。牛
乳
パ
ッ
ク
・
割
り
箸
・
櫛
櫛櫛櫛


櫛

わ
ん
、
す
り
鉢
な
ど
子
ど
も
が
考
え
て
用
意
し

た
道
具
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。「
牛
乳
パ
ッ
ク
の

方
が
や
り
や
す
い
！
」「
い
や
、
こ
っ
ち
の
方
が

良
い
ね
」
と
班
ご
と
に
対
抗
意
識
を
燃
や
し
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。1
度
に
実
が
残
ら

な
い
よ
う
に
脱
穀
が
で
き
る
と
気
持
ち
良
い

よ
う
で
、「
先
生
、
こ
れ
見
て
！
」と
残
っ
た
藁

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、男
子
の
チ
ー
ム
は
、、実
際
の
脱

穀
の
道
具
を
調
べ
て
、
自
分
た
ち
で
再
現
さ
せ

ま
し
た
。調
べ
る
と
、
段
ボ
ー
ル
で
作
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
、、
材
料
を
集
め
、

自
分
た
ち
で
作
り
ま
し
た
。数
日
か
け
て
世
界

に
1
つ
の
機
械
を
作
り
出
し
た
子
ど
も
た
ち

の
パ
ワ
ー
に
感
心
し
ま
し
た
。

（
小
学
部
・
徳
本
）



見つめる人になる。見つける人になる。
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「マーガレット募金」を以下のとおり実施させていただいております。
ご支援いただきました皆様に対し、心より御礼申し上げます。
今後ともご支援、ご協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　マーガレット募金委員会委員長　竹下　昌之

ご寄付のお願いとお申込方法について

募金内容

皆様からいただきましたご支援は、ご指定の使い道に従って有効に活用させていただいております。

マーガレット募金

お申込方法
（個人の場合）

❶ お振込（郵便局または銀行窓口）　　　❷ 郵送（現金書留）またはご持参　　　❸ 自動振替での継続
詳細につきましては、大学ホームページ（https://www.sagami-wu.ac.jp/）をご覧いただくか、下記事務局までお問い合わせください。
●マーガレット募金　お問合せ先　学校法人相模女子大学 学園事務部　経理課
〒252-0383 神奈川県相模原市南区文京2-1-1 TEL:042-747-9558 FAX:042-749-6500　E-mail:bokin@mail2.sagami-wu.ac.jp
●その他奨学寄付金等のご寄付に関するお問合せ先
　相模女子大学・相模女子大学短期大学部 大学事務部 学術研究支援課 TEL:042-747-9570 FAX:042-743-4916

  令和 3 年 3 月末現在 令和 3 年 9 月末現在

マーガレット募金額 51,798,395 円 53,753,267 円

同窓会
だより

N
e

w
s  

f r o m  c l a s s  r e u
n

i o
n

●本学専門職大学院社会起業研究科に入学
　昭和60年、相模女子大学 学芸学部食物学科 管理栄養士専攻
を卒業後、神奈川県公務員として鎌倉市の小学校栄養職員に配
属後、現在は同市の小学校栄養教諭として勤務しております（勤
続37年）。退職を目前に控え、これからの人生を社会とのつなが
りを持ちながら、今まで培った知識や経験を活かすことが出来る
のではないかと考え、さらに学びを続けたいと思い、社会起業研
究科へ入学しました。今まで、一般企業での就労経験がなく、会
社のルールや、お金の流れなど全く知識がないまま授業をスター
トし、当然ですがマーケティングについてわからないことが多く、
続けられるのか不安でしたが、学びを進めていくうちに今の職業
にも活かすことが出来るとても奥深い内容ばかりで、２年間を楽
しく過ごすことが出来ました。年齢も経験も全く違う仲間と共に
沢山の学びが受けられたことも、世界が広がり経験豊かな充実し
た貴重な時間を過ごすことが出来ました。
●現在の職業を将来へと活かす
　現在勤務しております鎌倉市は、フランスのニースとの姉妹都
市になっています。この度東京オリンピック2020の開催にあた
り、ヨットレースが湘南の海で行われることから、国際交流や、国

際理解の観点からフランスの食事を学校給食でも取り上げまし
た。食育としての意味はもちろん、フランスチーム応援など様々
な角度から児童へメッセンジャーとして企画を行い、メディアを通
じ広くPRすることで興味関心を深めてもらうことが出来ました。
　また、社会起業研究科での学びでは、コロナ禍の中でオンライ
ン授業というパソコンのITを通じた未経験のリモートから始める
こととなり、最先端の授業スタイルで学ぶこととなりました。「ま
ちだ未来ビジネスアイデアコンテスト2020」でのビジネス提案
（きらぼし銀行賞受賞）や、動画編集、財務評価、地方創生、
YouTube配信等、幅広く学ぶことが出来ました。
　高齢化社会へと向かい、社会事情が変化している中ですが、こ
れからの時代を食と健康を繋ぎ、医療に頼らず人々が健康で豊か
な生活を送れるように、これまでの管理栄養士・栄養教諭として
の職業経験を活かして、食事の大切さ、バランスの良い食べ方、健
康食などの提案をモットーに、食品の商品開発やインターネット
による動画配信等の事業計画を考えているところです。毎日の食
生活に役立つサービス事業を通じて、社会貢献に努めていきたい
と考えています。

毎日の食事が健康のカギ
　　　　豊かな心は食事から
仁部成江　鎌倉市立小学校 栄養教諭

（昭和 60 年学芸学部食物学科管理栄養士専攻卒）

本学園の継続的な発展を目的とし、平成20年度に開設いたしました。
使途について、「学習活動支援」「キャンパス整備」「教育・研究活動支援」よりご支援先を指定いただくことができ、また、
「目的を指定しないご寄付」もお受けしております。
この中でも「学習活動支援」については、「大学・短期大学部」「中学部・高等部」「小学部」「幼稚部」と支援対象をより細かく
指定することができます。

同窓会だより／マーガレット募金

「ボナペティ給食」フランス料理


